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1 はじめに

社会言語学や発達言語心理学などの分野において，

ピジンやクレオールといわれる言語現象について盛

んに研究が行われている [1]．ピジンとは共通の言

語を持っていないが，通商その他の目的で互いにコ

ミュニケーションをとる必要がある人々の間に発達

した伝達システムである．その語彙や文法は単純化

され，構造や言語使用の点ではるかに発達している

土地の言語と並んで，補助言語として習得される．

その後ピジンが発展し，ある共同体の母語となった

ものはクレオールと呼ばれ，元となったどの言語と

も文法的に異なり，それ自身が文法的にも表現能力

としても充実した土地の言語となる．ピジンやクレ

オールは世界中で発見されており，それぞれが独自

に発達した言語体系であるにも関わらず，非常に似

通った特徴と文法構造を持っているといわれている．

ピジンとクレオールは言語進化の観点からも興味

を持たれている．言語の進化とは，生物進化，個人

の学習，文化進化という三つの時間スケールが相互

作用し，共進化するシステムである．また，集団で

使用されている言語ルールを獲得し，そのルールに

制約されて言語を使用するが，その獲得や使用自体

が社会での言語的ルールを改変するというルールダ

イナミクスも考えられ，図 1のようなダブルループ

· ダイナミクスとして概念化することができる [4]．

クレオール化の問題は，そのうちの内側のループで

論じることができる問題である．
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図 1 ダブルループ ·ダイナミクス [4]

本研究の目的は，クレオールが発現するための言

語獲得能力と社会，言語環境についての条件を数理

科学的に導出し，言語変化の過程を通時的な側面か

ら一般化された形で定式化することである．これま

で言語学的な側面からピジンやクレオールは調査

されてきたが，これらが発現する条件を実際のクレ

オールから厳密に求めることは現実的に不可能で

あった．しかし近年における言語進化に関する研究

は，構成論的手法によってめざましい発展を遂げて

いる．これらの研究成果を基に，上で述べた条件を

導き出すことが可能となる．

2 言語動力学

Nowak et al. [2] の言語動力学（Language Dy-

namics Equation）では，普遍文法を仮定すること

により，言語話者が用いる文法は {G1, . . . , Gn} と

してあらかじめ定義される．ある言語集団において

文法 Gi を持つ言語話者の人口比率を xi とすると

(
∑n

i=1 xi = 1) ，xi の時間変化は動力学系として表

わされる．我々はこれまでに，この言語動力学を修

正し，言語の学習環境に関するパラメータを追加し

た [3]．これは，Nowak et al.のモデルが子供は親か

らしか言語を学習しなかったのに対して，集団内の

親以外からもパラメータに応じて言語入力を受ける

ようにしたものである．これを接触比率 α と呼び，

子供の言語獲得期において親以外の言語話者から言

語入力を受け取る比率を決定する．本稿では接触比

率 α に加え，言語獲得期における言語入力の頻度に

対するクレオール発現の条件について言及する．

動的遷移行列モデルは次の式で表わされる：

dxj(t)

dt
=

n∑

i=1

qij(t)xi(t) − xj(t) . (1)

Nowak et al. のモデルとの違いは次の通りである：

(1) 集団内において言語が通じる尺度を示す適応度

関数を排除した．これにより，図 1のダブルループ



のうち，内部ループについて言及しているものであ

ると考えることができる．(2) 定数であった遷移確

率 Q = {qij} を集団内の人口構成比に依存し時間変

化する関数 Q(t) = {qij(t)} とした．この変化率を

調整するパラメータが接触比率 α である．

3 動的遷移行列

言語学習者である子供は，学習期間中に受け取

った入力文を最も多く受理することができる文法

を {G1, . . . , Gn} の中から選択する．動的遷移行列

Q = {qij(t)} は，Gi 話者の子供が Gj を獲得する

確率であり，この学習アルゴリズムから導き出すこ

とができる．

子供は，接触比率 α と言語話者比率に比例してそ

れぞれの言語話者である大人から入力文を聞くと仮

定する．Gi の子供がある一文を聞いたとき，それが

Gj で受理できる確率は：

Uij = α

n∑

k=1

skjxk + (1 − α)sij . (2)

ここで S = {sij} は，任意の 2つの言語間の類似度

を表す確率行列である．要素 sij は，Gi 話者がラ

ンダムに文を発話したとき，文法 Gj を持つ聞き手

に理解される確率として求められる．我々は (2) 式

をもとに Q(t) 行列を提案した [5]．この Q(t) 行列

は，定数として接触比率 α および学習期間中の入力

文の数を示す w を持ち，これらの値の変化に対する

動力学の振る舞いを観察することができる．

4 実験とまとめ

クレオールが発現するための最も単純なモデル

として 3 言語の場合を考える．初期の人口配分を

(x1, x2, x3) = (0.5, 0.5, 0) とすることにより，G3

をクレオールとみなし，これが優勢言語となるため

の条件を導き出している．ここでは対称な S 行列を

与え，対角要素を 1 としている．図 2 は接触比率

と既存の言語間の類似度をパラメータとしたときの，

優勢言語の分布を出力したものである．このときの

入力文の数は w = 30 であり，3 言語のケースでは

文法の推定に十分な数である．図中のアスタリスク

は優勢言語が存在しなかった領域を表している．既

存の言語が互いに似ていると，それぞれの言語話者
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図 2 優勢言語の分布図の例
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図 3 入力文の数に対するクレオール話者の人口変化

がコミュニケーションをとることができるため，新

言語であるクレオールの必要性がなくなる．また，

十分な入力を受け取ると，既存の言語がそれぞれ優

勢言語となるため，図 2 においてクレオールが発現

する可能性は非常に小さいことがわかる．

通常の言語獲得と比較して，文法を推定するため

のトリガがないような，著しく貧弱な言語入力しか

受け取らなかったときにクレオールは発現するとい

われている [1]．図 3 は，図 2 の中の ×印の点に着

目し，言語入力の数 w に対する x3 の時間変化を示

したものである．w = 30のとき，G3 は話者がほと

んどいないまま消滅したのに対し，入力文の数が減

るごとに人口のピークが増加する．そして w = 5 で

集団内の優勢言語となる．ここから，w が小さくな

ると，図 2 の G3 の領域が広がることが想像できる．

我々は，これまでにクレオールが発現するために

必要とされる使用言語そのものの条件を求めてきた．

今後は言語学習者に焦点を当て，学習環境によるク

レオール化の条件を求めていく．
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